




























































スボー ツとはよくいわれるように，ラテ ソ語，ディスポルクーレ disportare "気晴らしを
する”`'楽しむ’'という意味をも っている。解放されて自由になる喜びと解される。またスポ
ーツマソということばが，紳士的意味をもち騎士的徳，貴族的おもいやり，卓越性，規律，等論
理的意味をその＂ひとがら’'としても っているといわれる。 「スボーツはう っせきしたエネル
ギーが動的となり，あふれ出ようとする単なる遊戯ではない。というのはスポーツ家は，その
元気がなくなりもしくは使いはたされる場合にも，なお戦うのであるから，マラソソ走者の何
キロかは••• • ••衝動的なエネ ルギーの発散ではなく，まさに高度の成績を必要とするスボーツに
おいて，自らと戦い，自己を克服する作業にまで高める。そこでは肉体と精神の両極性が認識
される。これは人間的ニート スのしるしである。（スボーツと体育 Sportund Leibeser-
スボーツ文化について 155 
ziehung*1プレッスナー編＊2 47頁 略号 SL)この引用文にあるようにスボーツを遊戯と区別
するのはまじめさとか倫理性をスボーツの条件としていることを示している。この区別はもち
ろんホイジソガやカイヨワの遊戯の定義からすれば，遊戯の中に入ってしまうかもしれないが，
スポ ーツの強調点や独自性が示されている 。楽しむがゆえにエネルギ ーの過剰状態にあって，
それを制御し，規則に従うのである。 「各人は規則を立派に引き受けるために，いかなる道徳





スボ ーツは気晴ら しであり，楽しみであり，人間の自由の実現であること ，業績や能力を競 う
ものであること， Iレールをまもり ，倫理性を重んずること等はスポ ーツの定義として欠くこ と
のできない条件である。ホイジ｀ノガは彼の著ホモルデ‘ノス＊3において，遊戯は 1．自由な行動で
ある。 2.日常生活から区別され，持続時間，空間，の制限，規則や倫理性をもつ。 3．本気でそ
うしているのではない。 4．遊戯者を心の底までとら える。 5．いかなる物質的利害関係とも結び
つかない。 6何かを求めて争うとか，何かをあらわす表現である。 7．文化は遊戯という形式の




















*3 Yohan Huizinga : HoMoLudens (1938)高橋訳，中央公論社



































*l 汝自身を知れ rvwSt aauて妙





























スボ ーツを誤用する場合に生ずる。 スボーツのエリートに対して生活の維持の心配をな くする
ように約束し，スボー ツ館 をたて，その名声にあわせるため，その体力の管理保護によ って，
アマチ ュアの定義に反することになる。これは社会がスボーツを誤用し，本人もそれにならさ
れて，純粋なスポーツの意義から遠ざかって，利得によ って動くことになる。 (SL53) 
4. 現代スポ ー ツの社会的背景
スボーツのヒュ ーマニズム的反省から， スボーツ文化の背景としての現代社会がどのような
ものであり，スボー ツとどのような関係をも っているかについて考察する必要がある。現代は











































































































































































(Homofaber)と遊ぶ人 (Homoludens) との間の限界は止楊される」＊3 というこの解決は満






*1 SL 53~56参照 *2 SL 54 * 3 SL 54 
